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テキストボックス
　本報告書は、スポーツ庁の「令和６年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業（運動部活動の地域移行等に向けた実証事業）」の一貫として、茨城県が実施した「令和６年度運動部活動の地域移行に向けた実証事業」の成果をとりとめたものです。



2

基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 ６９．９４ k㎡

人口
１０３，５８１

人

公立中学校数 ６ 校

公立中学校生徒数 ２，０４４ 人

部活動数 ７９ 部活

市区町村の協議

会・検討会議等

の設置状況

取手市部活動地
域移行推進協議
会設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

取手市には、市立６中学校に79の部活動があり、1,649名の生徒が日々活動している。
その中には、毎年のように関東大会や全国大会に出場する部活動もあり、部活動が地域
の伝統・文化として根付いている面もある。部活動の地域移行にあたり、それが子供た
ちを主役とした本市にあった事業となるように、国及び茨城県のガイドラインに従い、
各中学校にある部活動の良さを生かしながら地域移行を進めていくことになった。
令和６年度の主な取組は、大きく２つ、取手市部活動地域移行推進協議会の開催と、

地域クラブ活動のモデル事業の実施である。取手市部活動地域移行推進協議会は、部活
動地域移行の中心的な存在として、取手市スポーツ協会、取手市スポーツ少年団、総合
型地域スポーツクラブ、取手市中体連、市P連、学識経験者、文化芸術関係団体の代表
者に委員を委嘱し、教育委員会も加わって７月、10月、２月の３回開催した。
モデル事業については、令和６年度は、５つの中学校から１１の部活動が、７つの地

域クラ ブ活動となって、休日の活動を行った。令和７年度は、吹奏楽も含めた８種目
で１２の地域クラブ活動を設立し、モデル事業を拡大していく予定である。
部活動地域移行推進協議会やモデル事業を通して課題を精査し、令和８年４月からの

部活動の地域移行に向けて取り組んでいる。

【令和６年度 取手市の児童生徒数】

○小学校１４校、中学校６校

・小学１年生 ５８８名
・小学２年生 ６４１名
・小学３年生 ６０８名
・小学４年生 ６５０名
・小学５年生 ６６８名
・小学６年生 ６９２名
・中学１年生 ６３６名
・中学２年生 ６８７名
・中学３年生 ７２１名

取手市においても、児童生徒数の減少は明
らかであり、今後部活動を維持していくのは
困難と思われる。
子供たちのために、将来にわたって持続可

能なスポーツ・文化活動の環境を整えるため
にも、今こそ部活動改革、部活動地域移行に
取り組むべきと考える。

（出展：令和６年度取手市教育委員会資料）



3

ス
ポ
ー
ツ
庁

（株
）リ
ー
フ
ラ
ス

茨
城
県

取
手
市
（ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

○取手市部活動地域移行推進協議会
・理事長、副理事長、理事
・事務局
○運営団体の主な役割
・総会、理事会の運営 ・行政との連携
・指導者への謝礼支払 ・指導者と学校との調整
・会費の徴収 ・事務局運営

委託

再委託
再々委
託

●取手市の運営体制図

運営団体：取手市部活動地域移行推進協議会
（予定）

実施主体：取手市中学生スポーツ・文化クラブ
（予定）

○取手市中学生スポーツ・文化クラブ
・正会員（中学生、指導員、保護者）
・準会員（小学生、高校生）
・賛助会員（指導、見守り、移動の各ボランティア）
○実施主体の主な役割
・活動場所、日程等の調整
・休日の活動、大会等への参加
・指導者と保護者の連携 ・学校との連携

2.実証内容と成果
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

スポーツ振興課

・部活動地域移行の主幹

・学校、関係部署、各関係団体との連絡調整

・取手市部活動地域移行推進協議会の開催

・モデル事業の実施

・広報活動

◉首長部局

財政課

・予算措置、ふるさと納税型クラウドファンディングの検討

魅力発信課

・ＨＰ、インスタグラムによる情報発信

３ページ参照

【令和６年度】

４月 地域クラブ活動の指導者対象に、事業方針説明会

指導者研修会を実施

全小中学校の保護者・教職員に対し、部活動地域

移行通信を配付

モデル事業開始

５月 モデル事業実施の部活動保護者会において、保護

者に対して事業内容について説明

７月 第1回取手市部活動地域移行推進協議会開催

８月 市内全教職員の一斉研修会において、取手市の部

活動地域移行向について説明

９月 アンケート調査の実施（全中学校生徒・教員・保護

者対象）

10月 第2回取手市部活動地域移行推進協議会開催

12月 全中学校を訪問し、校長・教頭と次年度に向けて

のヒアリング、意見交換を実施

２月 全中学校新入生説明会において、保護者に対して、

事業内容を説明

全小中学校の保護者・教職員に対し、部活動地域

移行通信を配付

第3回取手市部活動地域移行推進協議会開催

モデル事業参加の生徒、保護者、指導者に対して

アンケート調査の実施
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ６校 実施した地域クラブ総数 ７クラブ

ケース別クラブ数

A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ７クラブ（１１部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設
するケース等）

０クラブ

全体の指導者数 １１人 全体の運営スタッフ数 １１人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

取手ブレイブ
ベースボール
クラブ

スポーツ
振興課

軟式野球
月 ４～５ 回
週 １ 回

１日４
時間
最大８
時間

１年８名
２年８名
３年12名

令和６年
４月１日
～令和７
年３月３
１日

取手一中
藤代中
藤代南中

３人
３ 人
（指導者と兼
務）

なし

中体連：拠
点校
その他：地域
クラブ

永山軟式野
球クラブ

スポーツ
振興課

軟式野球
月 ４～５ 回
週 １ 回

１日４
時間
最大８
時間

１年14名
２年５名
３年20名

令和６年
４月１日
～令和７
年３月３
１日

永山中 １人
１ 人
（指導者と兼
務）

なし

中体連：拠
点校
その他：地域
クラブ

藤代南バ
レーボールク
ラブ

スポーツ
振興課

バレーボール
（女子）

月 ４～５ 回
週 １ 回

１日４
時間
最大８
時間

１年10名
２年２名
３年４名

令和６年
４月１日
～令和７
年３月３
１日

藤代南中 １人
１ 人
（指導者と兼
務）

なし

中体連：拠
点校
その他：地域
クラブ
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

取手二中剣
道クラブ

スポーツ
振興課

剣道
月 ４～５ 回
週 １ 回

１日４
時間
最大８
時間

１年５名
２年２名
３年５名

令和６年
４月１日
～令和７
年３月３
１日

取手二中 １人
１ 人
（指導者と兼
務）

なし

中体連：拠
点校
その他：地域
クラブ

藤代剣道ク
ラブ

スポーツ
振興課

剣道
月 ４～５ 回
週 １ 回

１日４
時間
最大８
時間

１年７名
２年３名
３年９名

令和６年
４月１日
～令和７
年３月３
１日

藤代中
藤代南中

２人
２ 人
（指導者と兼
務）

なし

中体連：拠
点校
その他：地域
クラブ

取手市柔道
クラブ

スポーツ
振興課

柔道
月 ４～５ 回
週 １ 回

１日４
時間
最大８
時間

１年14名
２年８名
３年８名

令和６年
４月１日
～令和７
年３月３
１日

取手一中
藤代中

２人
２ 人
（指導者と兼
務）

なし

中体連：学
校ごと
その他：学校
ごと
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

取手二中空
手道クラブ

スポーツ
振興課

空手道
月 ４～５ 回
週 １ 回

１日４
時間
最大８
時間

１年４名
２年７名
３年６名

令和６年
４月１日
～令和７
年３月３
１日

取手二中
１人

人
（指導者と兼
務）

なし
中体連：なし
その他：地域
クラブ

③その他、体験会やイベント等の開催実績

○令和６年11月23日(土)・24日(日)、ＦＵＹＯＵアリーナ藤代・野球場において、取手ブレイブベースボールクラブと永山軟式野球クラブが中心に
なって、駿台台学園中学校軟式野球部、印西市選抜チーム、オール県南選抜チームを招いて招待試合を行った。
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

軟式野球、バレーボール(女子)、柔道
剣道、空手道

運営団体名 取手市教育委員会スポーツ振興課

期間と日数

軟式野球、バレーボール、剣道、空手道
４月１日 ～ ３月３１日
週１回、月４～５回程度

柔道 ９月１日 ～ ３月３１日
週１回、月４～５回程度

指導者の主な属性 教職員による兼職兼業

活動場所 各中学校等

主な移動手段 自転車、保護者の送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

なし

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●取手市地域クラブ活動 活動概要

●スポーツ振興課

役割：地域クラブ活動運営全般を担当

指導者の任命、出勤管理、謝金の支払い、 スポーツ安全保険の

加入、消耗品の購入等。

●地域クラブ活動指導者 １１名

役割：担当する各クラブの運営を担当

活動計画の作成・実施、生徒・保護者への連絡、大会への参加等

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課(

運
営
主
体)
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取組内容

2.実証内容と成果

○取手市教育委員会スポーツ
振興課内にコーディネーターを
１名緒配置し、関係部署・各
中学校・関係団体との連絡調
整を行った。
○取手市部活動地域移行推
進協議会を通して、各団体代
表者の意見を聞きながら、運
営団体・実施主体設立の準
備を進めた。

○モデル事業を通して、地域クラ

ブ活動の運営上の課題の洗い

出しを行った。

地域クラブ活動のモデル事業に参加した

生徒を対象としたアンケート調査の結果で

は、回答者の67%が「地域クラブ活動に参

加してよかった。どちらかといえばよかった。」と

回答している。

同様に、その生徒の保護者を対象にした

アンケート調査でも、100％の保護者が、

「参加させてよかった。」「どちらかといえばよ

かった。」と答えており、取手市の取組として

は、一定の成果を上げることができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

地域クラブ活動に参加している生徒へのアンケートの結果から

○質問 「地域クラブ活動に参加してよかったですか。」
①よかった ５０％
②どちらかといえばよかった １７％ ①と②の生徒が67％
③どちらかといえばよくなかった １７％
④よくなかった １６％
⑤わからない ０％

○「よかった」「どちらかといえばよかった」理由はなんですか。
・専門的な指導が受けられたから。
・友達関係が、他の学校にも広がったから。
・先輩がやさしくて、楽しいのでよかった。

・取手市部活動地域移行推進協議会の企画運営

・各中学校との連絡調整

・「取手市部活動地域移行通信」の発行

・アンケート調査の原案作成、実施、集計
・各中学校長、モデル事業参加者・指導者へのヒアリングの
実施

令和７年度は、コーディネーターを２名にし、事務局として事業を進め
ていく予定である。
運営団体としては、現在ある取手市部活動地域移行推進協議会が、
地域クラブ活動全体の運営を担当し、実施主体としては、取手市中学
生スポーツ・文化クラブを令和7年度中に設立し、令和8年度から稼働
していく予定である。

出展：取手市部活動地域移行推進協議会資料から
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取組内容

2.実証内容と成果

今年度の地域クラブ活動の指導

者については、地域人材からは指導

者が見つからず、すべて兼職兼業で

中学校の先生にお願いした。

今後は教職員の働き方改革の視

点からも、地域の方々にも指導者に

なってもらえるよう、地域のスポーツ

団体等とも連携していきたい。

中学生を対象としたアンケート調査の結果では、「自分の所属する学

校以外の指導者や生徒との人間関係が心配」という生徒が、22.4％い

た。保護者のアンケート調査でも、生徒と同様に指導者との人間関係を

心配している保護者が11.2％いた。

兼職兼業で現在の部活動顧問が指導に加わることで、生徒や保護者

の不安を取り除くことができた。反面、教職員の働き方改革という点では

課題が残ったので、地域の人材を活用していくようにしていきたい。

0名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

☆質問 「部活動地域移行を、進めない方がいいと思う理由はなんですか。」

（生徒の回答から）

・やりたいと思う地域クラブ活動がないから １０．６％（－ ５．４％）
・参加費など、お金がかかりそうだから ２２．２％（＋ ５．２％）
・移動や送迎などに時間がかかりそうだから ２６．７％（＋ ３．７％）
・自分の学校以外の指導者や生徒との人間関係が心配だから

２２．４％（＋ ０．４％）
・私立中学校や民間クラブと差がついてしまうから

１３．９％（－ ０．１％）

・その他 ４．２％（－ ３．８％）

10代 0名

20代 0名

30代 0名

40代 0名

50代 0名

60代以上 0名

人材バンクの年齢構成

種目 資格有無登録者属性

※今年度は実績なし。
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取組内容

2.実証内容と成果

○「取手市部活動地域移行 地域クラブ活動指導者研修会」

内容

・取手市地域クラブ活動指導員任命書交付

・取手市の中学校部活動地域移行について

・指導者としての心構えについて

・令和6年度の事業計画について

・兼職兼業の手続きについて

・指導者登録、計画表・出勤表等の提出について

・質疑応答

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

・取手市の部活動地域移行の取組について、よくわかった。

・子供たちのためにがんばりたい。

・部員の数も減っているので、これを機会に部員が増えて盛り上がったら

いいと思います。

・他の学校の生徒ですが、入りたいと言ってくれている生徒がいるので

ありがたいです。

・手続きが難しそうですが、遅れないようにがんばります。

受講者の声

指導者研修の参加実績

・開催日： 令和６年４月５日（金）

・開催回数：１ 回

・参加人数：指導者 １３ 名

取手市教育委員会５名

・令和６年度は、先生方の負担を考え、年度はじめに１回しか研修

会を開催しなっかった。指導者の方々の反省や意見を聞くために、年

度末にアンケート調査をお願いしているが、研修会という形で直接話

を聞く場があっても良かったと思う。

・今後は、指導者のレベルアップを目標に、年度３回くらいの研修会を

行いたい。内容も、講師を招いての研修会や、指導員の先生方の意

見を直接聞いたり、指導者同士の横のつながりを作るような研修会

を行っていきたい。
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取組内容

2.実証内容と成果

○５月、モデル事業に参加してく

れる部活動の保護者に参加し、

取手市の部活動地域移行に

ついて説明した。

○市中学校長会や市ＰＴＡ連

合会の研修会において、本市

の取組について説明した。

○８月、市の教職員の一斉研

修会において、本市の取組と

今後の予定について説明した。

○これ以外にも、「取手市部活動地域移

行通信」を作成し、メールを使って市内

の全小中学校の保護者、教職員に３

回配付した。

○市のＨＰにも、「部活動地域移行」の

ページを作成し、モデル事業の地域クラ

ブの活動の様子を掲載した。こういった

取組を通して、市全体の興味関心を高

めることができた。

○市スポーツ協会、スポーツ少年団、総合型地域クラブは代表者

が推進協議会に参加しているが、それ以外の各競技団体や地

域のスポーツクラブとも連携していく必要がある。

○取手市にもコミュニティバスがあるが、活用はなかった。今後、生

徒の移動手段として活用できないか、関係部署とも検討してい

きたい。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

・日数 日

・利用者数 人

・運行経路

※今年度は実績なし。

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

バス等の運行実績 バス等の運航経費・収入

・人件費

・利用料

※今年度は実績なし。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○シンポジウムや県の研修会等

の機会を捉えて、近隣市町村

の部活動地域移行の担当者

と情報交換を行った。

○今年度、他市町村と連携した

取組みはなかった。

○今後、市町村や県をまたいでの生徒の参加や、その受け入

れ等の課題が予想される。さらに、他市町村の担当者との連

携を図る必要がある。

取組事項 各自治体の役割

今後の課題と対応方針

○運営団体・実施主体の設立や地域クラブ活動の収入と支出、会費の

徴収や指導者への報酬の支払い等、細かな点まで情報交換ができ、

事業を進める上で、多いに参考になった。

取組の成果

移動手段 事務局運営の方法

○今年度、他市町村と連携した

取組みはなかった。

○今年度、他市町村と連携した

取組みはなかった。



14

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取手市では、令和５年度

から部活動地域移行のモデ

ル事業を行っている。令和

６年度は、５つの中学校か

ら１１の部活動が、７つの

地域クラブ活動として休日

の活動を行った。

他校の生徒が、進んで平

日の活動にも参加したり、

１つのチームとして大会に

参加して、県大会や関東大

会、全国大会に出場したク

ラブがあるなど、全体とし

て充実した活動ができた。

活動の詳細

出展：令和６年度 第３回取手市部活動地域移行推進協議会資料から
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組の成果

今後の課題と対応方針

○取手市では、「改革実行期間」の前期の取組として、現在市内

各中

学校にある部活動の休日の活動を地域に移行することを目標

にし

ている。しかし、生徒の選択肢を増やすということから、現

在取手市

内の中学校の部活動にはない、陸上競技や男子バレーボール

といった種目の地域クラブ活動についても検討していきたい。

出展：モデル事業に参加している生徒の保護者へのアンケート調査から

生徒だけでなく、地域クラブ活動のモデル事

業に参加した生徒の保護者を対象にしたアン

ケート調査でも、100％の保護者が、「参加さ

せてよかった。」「どちらかといえばよかった。」と答

えている。

保護者の目から見ても、モデル事業として充

実した活動ができていると考えられる。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

地域クラブに係る経費

人件
費

謝礼 消耗品 使用料 保険料 合計 実施クラブ数

令和5年度 999 678 200 125 29 2,002 2クラブ実施
週2日勤務（コディ
ネーター1人）

令和6年度 3,890 3,425 300 125 143 7,740 7クラブ実施
週4日勤務（コディ
ネーター1人）

令和7年度 4,273 10,106 750 227 356 15,712 12クラブ（予定）

週３日勤務（コディ
ネーター２人）

令和8年度 4,273 13,148 1,050 486 ０ 18,957 21クラブ（予定）

週３日勤務（コディ
ネーター２人）

取手市部活動地域移行事業 支出シミュレーション 単位：千円

資料

取組事項

○地域クラブ活動を運

営にあたっては、持続

可能な仕組み作って

いく必要がある。実証

事業を通して支出シ

ミュレーションや歳出と

歳入の状況について

試算を行った。

出展：取手市部活動地域

移行推進協議会資

料から
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2.実証内容と成果

取組内容

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

資料

歳出（総事業費） 歳入内訳 クラブ数（予定）

県委託料 市補助

令和5年度 2,142,000 1,496,150 646,000 ２クラブ実施

令和6年度 7,953,000 4,071,000 3,882,000 7クラブ実施

令和7年度 15,712,000（推定） 7,011,000
（推定）

8,701,000
（推定）

15クラブ予定

令和8年度 23,230,000（推定） 未定 未定 21クラブ予定

取手市「地域クラブ活動」 歳出と歳入の状況について 単位：円

収支バランス

出展：取手市部活動地域移行推進協議会資料から
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等③

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○モデル事業を通して、地域クラブ活動を運営していく

ための試算を行った。試算を行ったことで、参加者の

会費の徴収と指導者への報酬の支払いのバランス

についても見通しを立てることができた。

○会費については、年会費と月会費を徴収する方向

で進んでいる。年会費は主に事務局の運営費にあ

て、月会費は主に指導員への報酬にあてる予定で

ある。

○受益者負担額の設定については、高額になることが

予想されることから、継続的な行政の支援が必要で

ある。

取組の成果

今後の課題と対応方針

○地域クラブ活動は、全員参加ではなく自由参加であることから受益者

負担はやむを得ない。しかし、受益者負担だけではクラブの運営は非常

に厳しいものがある。学習指導要領においても「教育的意義を有する活

動」と記載されることが予想されることから、国の事業として支援体制を整

備し、保護者の負担をできるだけ少なくしたい。

○実際に活動が始まれば、会費以外にも、ボールなどの消耗品の購入

費を参加者が負担することになる。金銭的な理由で参加できないとい

う生徒が出ないように、行政の支援だけでなく、ふるさと納税型クラウド

ファンディングや企業の協賛等、様々な形で中学生の地域クラブ活動

を支援していく体制を作りたい。

会員数 月会費

令和5年度 2クラブ ２７人 月6,600/人

令和6年度 7クラブ 106人 月6,250/人

令和7年度 15クラブ 300人 月4,400/人

令和8年度 21クラブ 420人 月3,800/人

※ 令和７年度と令和8年度の会員数に関しては、１クラブ20人で試算した

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算

出展：取手市部活動地域移行推進協議会資料から
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

○取手市内を東西の二つに分けて拠点校を設定した。自

転車で移動できる距離なので、事故も無く、安全に移動

することができている。他校から、拠点校の平日の活動に

参加する生徒もいた。

○中学校の理解もあり、施設や備品の使用については、

平日の部活動で使用している物を共用で使用させてもら

うことができた。

取組の成果

○学校施設や備品の使用については、地域クラブ活動で使用するものと、

学校の授業や行事で使用するもの、部活動で使用するものについて、学

校や関係部署と協議さた上で細かなルールを作成し、お互いに気持ちよ

く使えるようにする必要がある。

○生徒の移動の負担と安全を考慮し、大会を除いて活動はすべて拠点

校を中心にした中学校で行った。

○参加生徒の経済的な負担を減らすために、中学校と共通理解を図った

上で、学校の施設や備品を使用させてもらった。

出展：生徒対象のアンケート調査から
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組 平日の移行 文化部の地域移行

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

○平日の移行については、指導者の確保の問題があり、吹奏楽部の移行については、

楽器の使用や運搬といった課題がある。こういった課題を踏まえながらも、子供たちに

できるだけいい環境が作れるように対応していきたい。

○平日の部活動地域移行や文化部に地域移行についても、部活動地

域移行推進協議会において検討した。

・今年度は実績なし。

指導者の属性や配置の工夫

・今年度は実績なし。

一貫指導に関する部活動顧問との連携事例取組の成果

○平日の移行については、「改革実行期間」の前期におい

て休日の部活動を地域に移行し、その中で平日の移

行についても検討し、中間評価の時点で判断していくこ

とになった。

○文化部の地域移行については、吹奏楽部については運

動部と同様に地域移行を行う。

その他の文化部については、休日の活動実績がないこと

から地域移行は行わず、個人で市や公民館等の講座や

行事に参加してもらうことになった。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

部活動地域移行も目的は、部活動改革、すなわち

①子供たちのために、スポーツ・文化活動の環境を整備していくこと。

②教職員の働き方改革。
と考える。令和８年４月からは、市内６中学校のすべての部活動の休日の活動を地
域に移行する予定である。将来を担う子供たちのためにも、市、学校、生徒、保護者、
各関係団体、各関係者とも十分に連携し、市をあげての支援体制を整備することで、
より良い地域クラブ活動を作っていきたい。

●今後に向けて

取手市では、令和５年度から中学校部活動の地
域移行に取り組んでいる。「取手市部活動地域移
行推進協議会」を設置し、取手市スポーツ協会、
取手市スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラ
ブ、取手市中体連、市PＴＡ連合会、学識経験者、
文化芸術関係団体の代表者に委員を委嘱し、教育
委員会も加わって年に３回開催してきた。協議会
を通して幅広く意見をいただき、事業推進に生か
すようにしている。
また、実際に地域クラブ活動を運営していくた

めの実証事業として、モデル事業を行っている。
令和５年度は軟式野球と剣道の２つであったが、
令和６年度は軟式野球２つ、剣道２つ、女子バ
レーボール、柔道、空手道の７つに増えた。さら
に令和７年度は吹奏楽２つ、男子バスケットボー
ル、女子バスケットボール、剣道の５つが加わっ
て、１２のクラブが「地域クラブ活動」として休
日の活動を行う予定である。モデル事業を通して
地域クラブ活動運営上の課題を精査し、令和８年
４月からの全部活動の地域移行に向けて取り組ん
でいる。
これまでのところは、学校、地域クラブ活動指

導者の先生方、参加生徒とその保護者等、関係者
の理解と協力により、順調に進んでいる。

・地域移行を進めるにあたっては、運営団体・実施主体の設立、指導者の選出・任

命、受益者負担等の大きな課題があったが、２年間の取組を通して、具体的な

見通しを立てることができた。

・モデル事業を行った７つのクラブについては、アンケート調査の結果からも、いい活動

ができていた。令和７年度は１２のクラブがモデル事業を行うので、これをグッドモデ

ルとして、情報共有をしていきたい。

・広報活動を通して、生徒や保護者、教職員に対しては、部活動地域移行について

の理解が進んできた。さらに、地域に向けても情報発信をしていきたい。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●生徒の声●生徒アンケートの結果

・部活動の種類が増えてほしい
・休日の活動時間を増やしてほしい。

・活動した後の専門的指導を受けて、さらに
個人一人一人が成長することができる環境
ができることが期待。

・安全に活動できるようにそれぞれの部の設
備を整える。

・友達との関わりを地域全体で広げて、学び
を増やしていって欲しいです。

・中学校部活動の地域移行で、いろいろな人
とかかわりながら仲良くなれることができ
るようになってほしいです。

・地域移行することによって、顧問、副顧問
だけでなく、専門知識のある人が加わるこ
とによって、専門的な技術が身に付く。
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2.実証内容と成果③

参考資料

【保護者アンケートの結果】

アンケート結果・広報資料

【指導者アンケートの結果】
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2.実証内容と成果③

参考資料

【アンケート結果】

アンケート結果・広報資料

【中学校での新入生保護者説明会用の資料】



25

参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【取手二中剣道クラブ】 【藤代剣道クラブ】

【取手ブレイブベースボールクラブと
永山軟式野球クラブ】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【取手二中空手道クラブ】

【藤代南バレーボールクラブ】

【取手市柔道クラブ】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和６年度

・推進協議会開
催(年３回)
・モデル事業開始
(7クラブ)
・広報活動

・学校との連絡調
整
・運営団体の設立
・地域クラブ活動の
試験稼働

令和7年度 令和8年4月 令和10年度

・運営団体・実施主
体の検討
・モデル事業の検証
・学校へのヒアリング

・休日の地域クラ
ブ活動の本格稼
働
・広報活動

・中間評価

・地域クラブ活動の

平日展開検討

ステークホルダー

中学校、市スポーツ協会、市スポーツ少年団、総合型地域スポーツ
クラブ、市ＰＴＡ連合会、市教育委員会スポーツ振興課

経過
令和５年度から、取手市教育委員会スポーツ振興課が中心になっ
て、部活動地域移行について取り組みを始めた。推進協議会を設
置し、中学校、市スポーツ協会、市スポーツ少年団、総合型地域ス
ポーツクラブ、文化芸術団体、市ＰＴＡ連合会の代表者を委員に
任命し、幅広く意見を求めながら事業を進めている。
主な取組として、モデル事業を行いながら良い点と改善点の検証を
行い、より良い地域クラブ活動を目指して取り組んでいる。

実施内容
モデル事業を行うにあたっては、各中学校で対象となる部活動の選
定やその顧問の先生が兼職兼業での指導ができるかなど、現場の
学校長の協力が不可欠である。中学校長会だけでなく、個別に各
中学校をを訪問し、モデル事業を行う部活動を決定していった。
令和６年度は、５中学校の１１部活動が７つの地域クラブとして、
拠点校方式で休日の活動を行った。

実施にあたって生じた課題
スポーツ協会や少年団にも指導者の派遣をお願いしたが、適任者が見つ
からず、６年度のモデル事業の指導員は、すべて中学校の教員が兼職兼
業でやることになってしまった。教職員の働き方改革の視点からも、地域人
材から指導員を見つけるようにしたい。

令和８年度からは、参加費を徴収することになるが、受益者負担だけで

はクラブの運営は非常に厳しいものがあることがわかった。行政の支援だけ

でなく、ふるさと納税型クラウドファンディングや企業の協賛等、様々な形で

中学生の地域クラブ活動を支援していく体制を作りたい。

今後の展開
令和７年度は、吹奏楽部も含めた１２の地域クラブ活動をモデル事業
として実施し、令和８年４月からは、市内６中学校のすべての部活動
の休日の活動を地域に移行する予定である。子供たちのためにも、各関
係団体、各関係者と十分に連携し、より良い地域クラブ活動を作っていき
たい。

・推進協議会開催
(年３回)
・モデル事業開始
(12クラブ)
・広報活動
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

出展：取手市部活動地域移行推進協議会資料から


